公益社団法人山口県看護協会　認定看護管理者教育概要
１．教育理念
本教育機関は、多様なヘルスケアニーズを持つ個人、家族および地域住民に対して、質の高い組織的看護サービスを提供することを目指し、一定の基準に基づいた看護管理者を育成する体制を整え、看護管理者の資質と看護の水準の維持および向上に寄与することにより、保健医療福祉に貢献する。
	
	教　育　目　的
	教　科　目

	　ファ｜スト
	１．看護専門職として必要な管理に関する基本的知識・技術・態度を習得する。
２．看護を提供するための組織化並びにその運営の責任の一端を担うために必要な知識・技術・態度を習得する。
３．組織的看護サービス提供上の諸問題を客観的に分析する能力を高める。

	・看護管理概論
・看護専門職論
・ヘルスケアシステム論
・看護サービス提供論
・グループマネジメント
・人材育成論
・看護情報論
　
１６５時間

	　セカンド
	１．第一線監督者または中間管理者に求められる基本的責務を遂行するために必要な知識・技術・態度を習得する。
２．施設の理念ならびに看護部門の理念との整合性をはかりながら担当部署の看護目標を設定し、その達成を目指して看護管理過程が展開できる能力を高める。
	・看護組織管理論
・人的資源活用論
・ヘルスケアサービス
・医療経済論
・統合演習
　　　　　　１８６時間

	　サ｜ド
	１．社会が求めるヘルスケアサービスを提供するために看護の理念を掲げ、それを具現化するために必要な組織を構築し、運営していくことのできる能力を高める。
２．看護事業を起業し、運営するにあたって必要となる経営管理能力に関する知識・技術・態度を習得する。
	・保健医療福祉政策論
・保健医療福祉組織論
・経営管理論
・看護経営者論
・統合演習
　　　　　　１８６時間


２．教育目的・教科目
３．認定看護管理者教育課程受講要件
１．日本国の看護師免許を有する者。
２．看護師免許を取得後、実務経験が通算５年以上ある者。
３．管理的業務に関心があり、管理的業務に従事することを期待されている者。
１．日本国の看護師免許を有する者。
２．看護師免許を取得後、実務経験が通算５年以上ある者。
セカンドレベル受講要件   （下記の１～３のすべてに該当する者）
３．認定看護管理者教育課程ファーストレベルを修了している者、または看護部長相当の職位にある者、もしくは副看護部長相当の職位に１年以上就いている者。
サードレベル受講要件    （下記の１～３のすべてに該当する者）
１．日本国の看護師免許を有する者。
２．看護師免許を取得後、実務経験が通算５年以上ある者。
３．認定看護管理者教育課程セカンドレベルを修了している者、または看護部長相当の職位にある者、もしくは副看護部長相当の職位に１年以上就いている者。
４．山口県看護協会　認定看護管理者教育開催計画
	年度
	前半期（５月～９月）
	後半期（９月～１２月）

	
	
	

	
	セカンド
	サード
	ファースト

	2017
	平成２９年
	　
	○
	○

	2018
	平成３０年
	○
	　
	○

	2019
	平成３１年
	○
	　
	○

	2020
	平成３２年
	　
	○
	○

	2021
	平成３３年
	○
	
	○

	2022
	平成３４年
	○
	
	○

	2023
	平成３５年
	
	○
	○

	2024
	平成３６年
	○
	
	○

	


５．募集時期
前半期（セカンドドレベル、サードレベル）は1月、後半期（ファーストレベル）は、
４月～５月の予定です。募集要項で確認してください。
６．学習方法
　　１）講義・演習・自己学習
　　２）担当講師から提示された課題についてレポートを提出
７．修了要件
　　１）すべての科目において、科目時間の５分の４以上出席していること。
　　２）すべての科目のレポートが、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ評価でＣ以上であること。
